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新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

  

飯
豊
町
農
業
委
員
会 

会
長 

井
上 

禎
夫 

  

い
よ
い
よ
平
成
２８
年
４
月
１
日
よ
り
、
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
ま

す
。
こ
の
改
正
法
で
は
、
▽
農
業
委
員
の
公
選
制
か
ら
市
町
村
長
に
よ
る
選
任
制
へ

の
移
行 

▽
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
制
度
の
創
設 

▽
建
議
の
廃
止
と
農

地
利
用
最
適
化
へ
の
意
見
提
出
の
義
務
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
農

地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
、
農
地
の
有
効
利
用
と
集
積
を
よ
り
一
層
進
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
会
の
活
動
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
１０
月
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
５
年
越
し
の
交
渉
を
経
て
大
筋
合
意
さ
れ
、

農
林
水
産
物
は
81
％
が
関
税
撤
廃
、
重
要
５
品
目
も
関
税
削
減
や
輸
入
枠
の
拡

大
は
避
け
ら
れ
ず
大
き
な
衝
撃
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
は
、
平
成
30
年
か
ら
は
国
か
ら
の
減
反
目
標
の
数
値
が
な
く
な
る
訳
で

す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
減
反
が
な
く
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、多
く
の
農
家
の
方
々
か
ら
悲
鳴
に
近
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

そ
の
一
つ
に
、
県
が
推
奨
し
て
い
る
「
つ
や
姫
」
の
作
付
制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

一
部
の
農
家
の
方
々
だ
け
な
の
か
。
ま
た
、
県
内
の
農
家
に
は
制
限
し
な
が
ら
県
外

の
農
家
に
は
作
付
け
を
許
可
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
は
、
適
地
で
な
い
と
い
う
県

の
基
準
は
、
何
を
基
に
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
、
私
た
ち
の

農
業
委
員
も
、
県
に
対
し
説
明
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
町
及
び
議
会
に
も
お
願
い
し

て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

自
由
な
作
付
・
販
売
を
目
指
し
、
皆
様
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

 

【
先
進
地
視
察
報
告
】 

に
ん
に
く
の
マ
チ 

田

子

町 

 

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理 

舩
山 

寿
一 

 

 

農
業
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
と
し
て
、
「
に
ん
に
く
」
の
栽
培･

加
工
で
名
を
馳
せ
る
田
子
（
た
っ

こ
）
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
青
森
県
最
南
端
の
町
で
、
町
中
を
巡
る
と
街
灯
や
橋
の
欄
干
、
郵
便
ポ
ス
ト

の
上
な
ど
、
至
る
所
に
ニ
ン
ニ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
発
信
基
地
が
、
町
の
中

心
部
に
あ
る
「
田
子
町
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
。
販
売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、

今
で
は
毎
年
２
万
３
千
人
が
訪
れ
る
人
気
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
田
子
町

の
主
な
産
業
は
、
「
炭
焼
き
」
で
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
石
油
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、生
計
の
す
べ

を
失
っ
た
町
民
が
、
都
会
に
出
稼
ぎ
に
出
ま
し
た
。
「
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
、
１
９
６
２
年
、
町
の

青
年
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
ニ
ン
ニ
ク
を
植
え
た
が
、
十
和
田
の
火
山
灰
土
壌
で
土
地
が
痩
せ
て
お

り
、
雑
穀
し
か
育
た
な
い
よ
う
な
土
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
困
難
を
極
め
た
と
の
こ
と
で
す
。 

１
９
７
０
年
、
「
に
ん
に
く
生
産
部
会
」
を
立
ち
上
げ
て
土
壌
改
良
か
ら
本
格
生
産
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
リ
、
品
種
を
色
が
白
く
て
病
気
に
強
く
、
６
つ
の
鱗
片
を
持
つ
「
福
地
ホ
ワ
イ
ト
」
に
統
一
し
、

種
子
の
選
別
や
規
格
基
準
を
厳
格
に
定
め
て
、
１
９
８
０
年
に
は
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
に
出
荷
。

今
で
は
、
生
食
用
、
加
工
用
合
わ
せ
、
年
間
約

億
円
を
売
上
げ
、
田
子
町
は
「
日
本
一
の
に
ん
に
く

の
里
」
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
馳
せ
る 

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

 

お
土
産
に
買
っ
て
き
た
「
タ
ッ
コ
ー

ラ
」
、
味
は
コ
ー
ラ
そ
の
も
の
で
、
し
ゅ
わ

っ
と
泡
が
弾
け
る
際
に
ニ
ン
ニ
ク
臭
が

一
瞬
香
っ
て
消
え
、
不
思
議
な
後
味
で

し
た
。
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
み
た
い
に
飲

み
慣
れ
た
ら
、
ハ
マ
る
人
も
い
る
の
で

は
。 



 

 

 

取材 ： 農業委員 藤野 更織   

農業者の高齢化、担い手不足、農業を取り巻く環境は日々厳しさを増しています。しかし、都会から農業を生業として、こ

の町に来る人が徐々に増えて来ているのも事実です。その中のおひとりをご紹介します。 

 神奈川県出身の藤川直亮さん（４０）。今年４月に飯豊町に定住し、後藤農場（有）で研修を受けることになりました。藤川

さんは以前、青果市場で仲卸人をした経験から、農業に興味を持ち、「新・農業人フェア」を通じて飯豊町で研修することに

なったものです。 

家族は奥様の陽子さん、中学２年の男子、小６男子と小２女子の５人家族。陽子さんは、移住に積極的で、農業に対し興

味があり、夫婦揃って同農場で短期研修を受けられました。（１月１０日取材） 

 将来は夏秋アスパラ、冬季しいたけ栽培を行う予定。「青果市場での経験を生かし、農産物の流通に関しても力を入れた

い。」と、熱く語ってくれました。また、町民の温かさに触れ、子供を育てる環境として最適と飯豊町の印象を話しております。 

※ 表紙は、神奈川県から定住予定の藤川さんご夫婦です。東京で開催された農業人フェアで飯豊町のブースに来られ、

その後飯豊町で２回の短期研修を受け、春から就農する予定です。 

   
 

 
 
 
                     中津川 小屋      安部 学 さん（３１歳） 

 

就農して今年で３年目。主に稲作と雪室貯蔵用ジャガイモを作っています。１年目は研修という形で父に稲作の基礎を

学び、翌年からは自分が稲作担当としてやっています。天候等により、その年毎に違う生産状況に四苦八苦していますが、

何事も経験と捉え、より良い米を生産出来るよう頑張りたいと思っています。 

また、家では父が主に畜産担当で和牛の繁殖を

していて、自分もエサやりや、牧草ロール生産の作

業も一緒にやっています。一緒にやっていると、生

き物を育てるというのは本当に大変とつくづく感じ

ます。稲作と畜産、両方をやっていて思ったことは、

手を抜けば遅かれ早かれ必ずその代償があるとい

うことです。まだまだ農業を始めたばかりですが、

作物や生き物と向き合い、ずっとこの仕事を続けて

いきたいと思います。中津川地区で農業をやってい

る若者は少ないけれど、農業の楽しさを少しでも

多くの仲間に伝えていけるようにこれからも励ん

でいきます。        
 

今春から飯豊町で農業を始めます 

がんばっています！ 若手農業者 



 農業委員会では、農地の有効かつ効率的な利用の促進を目的に、毎年、全ての農地について利用状況

のパトロールを行っております。 

 調査を行った結果、農地が耕作されていないように見受けられる場合、農地の利用方向について意向

確認の文書を送付させていただいております。中には、自己保全等で管理していても、調査時点で、荒廃し

ているように見受けられる場合に、意向調査を送付する場合もありますので、ご了承をお願い致します。 

 平成２７年度については、130件15.4haの農地について農地利用意向調査を実施させていただきまし

た。その結果、耕作ができず、農地中間管理機構への貸付や農業委員会へあっせん等を希望される方が

多くおり、今後は、農地の活用について検討し、国の耕作放棄地（遊休農地）再生事業を活用しながら有効

活用に努めてまいります。 

 今年度、町内 2箇所の農地について、50,000 円/10a 補助の耕作放棄地再生事業を活用し、荒廃した

農地の再生を行いました。今後もこの事業を積極的に活用し、再生を図ってまいります。 

 

                                  

再生前 再生後 

椿地内 

萩生地内 



農業委員の主な仕事 

① 農地の貸借、売買の許可、決定等 

農地の賃貸・売買には原則として農業委員会の農地法３条に基づく「許可」が必要です。農地利用集積計画に

は農業委員会の「決定」、農地中間管理機構の配分計画には、農業委員会の「意見」が求められます。 

② 遊休農地に対する措置 

耕作放棄地の増加が懸念される中、農地法で定める農地の利用状況調査、所者等への意向調査や中間管理機

構との協議勧告を行います。 

③ 農地転用許可への意見 

農地転用をするには、山形県知事の等の許可が必要です。農業委員会は、申請書の内容について検討を行い、

一定の要件に該当する農地転用について、山形県農業会議の意見を聴いた上で、農業委員会の意見を付して申

請書を県に送付します。意見を決定する場合は、農地の立地条件や転用によって周辺の農地の営農に支障が生じ

ないか、必要に応じて農業委員が現地調査を行います。 

農地利用最適化推進委員の主な仕事 

① 担い手への農地利用の集積・集約化 

人・農地プランの作成・見直しなど、地域の農業者の話し合いの推進、農地の出し手と受け手への働きかけを

行い、農地中間管理機構と連携し、担い手への農地利用集積を進めます。 

② 耕作放棄地の発生防止・解消 

推進委員は耕作放棄地の発生防止・解消の為に毎年１回担当地区のすべての農地の利用状況を調査し、遊休

農地所有者等に利用意向の確認等を行います。また、所有者等の意向を踏まえて、農地中間管理機構と連携し、

担い手への農地のあっせんや利用関係の調整を行います。 

③ 新規参入の支援活動 

地元の知り合いが少ない新規就農者や参入企業のために、就農候補地を見つけたり、農地所有者との懸け橋

になるなど親身な活動が期待されます。 

 
 

農業委員会は、農地の利用の最適化の推進に取り組む体制が強化され、農業委員は、これまでの

公選制が廃止され、今後は地域の農業をリードする担い手が透明なプロセスを経て就任するよう

にする為に、次の 4 つの内容で任命されることとなります。また、新たに設置される農地利用最適

化推進委員については、農業委員会が担当地区を定めて委嘱することとなります。 

① 町議会の同意を得て町長が任命 

② 農業委員の過半数を原則として認定農業者とする。 

③ 農業者以外の者で中立的な立場で構成な判断ができる者を必ず１名入れる。 
④ 女性・青年を積極的に登用すること。 



                                 

「
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会
」
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 

農
業
委
員 

小
川 

と
よ
子 

 

11
月
20
日
、
秋
田
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」
を
会
場
に
、
２
０

０
名
近
い
女
性
農
業
委
員
の
出
席
の
も
と
、
「
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

農
業
委
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
も
３
名
の
女
性
農
業
委
員
で

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

全
国
の
農
業
委
員
会
関
係
の
情
勢
報
告
の
あ
と
の
、
中
村
貴
子
・
京
都
府

立
大
学
講
師
の
記
念
講
演
で
は
、
生
産
者
と
非
生
産
者
が
出
会
う
た
め
の
手

段
と
し
て
、
直
売
所
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
食
文
化
の
伝
承
活
動
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
こ
の
能
力
に
長
け
て
い
る
女
性
農
業
委
員
の
存
在
が
不
可
欠
。

暮
ら
し
を
守
る
女
性
だ
か
ら
こ
そ
、
「
地
域
を
活
か
し
な
が
ら
暮
ら
し
を
守

っ
て
い
け
る
」
と
、強
調
し
て
お
り
ま
し
た
。 

事
例
報
告
で
は
、
「
農
業
委
員
活
動
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
」
と
題
し
て
、

米
沢
市
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
「
婚
活
活
動
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
22
年
か
ら
行
わ
れ
た
婚
活
活
動
で
し
た
が
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
男
性
の

方
達
は
、
も
て
な
し
方
や
、
髪
型
・
服
装
等
に
も
気
を
配
る
自
分
磨
き
術
を
身

に
付
け
て
参
加
す
る
様
に
な
っ
た
と
の
事
で
す
。 

も
う
一
例
は
、
農
業
委
員
の
活
動
の
「
見
え
る
化
」
を
図
る
た
め
、
わ
か
り

や
す
く
「
紙
芝
居
」
を
小
学
生
向
け
に
製
作
し
た
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
日
頃
の
活
動
や
、
農
地
は
大
切
な
財
産
で
あ
る
こ
と
を
、
子
供

た
ち
に
意
識
づ
け
す
る
た
め
に
は
、
非
常
に
良
い
活
動
で
、
大
変
有
意
義
な

研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

 
農地法許可申請締切日（農地に関する申請） 

【総会開催予定】 
許可申請締切日 総会開催日 
3月 10日 (木) 25日 (金) 
4月 11日 (月) 25日 (月) 
5月 10日 (火) 25日 (水) 
6月 10日 (金) 24日 (金) 
7月 11日 (月) 25日 (月) 
8月 10日 (水) 25日 (木) 
9月 12日 (月) 26日 (月) 

※各種許可申請等は、上記の締切日までにご提出下さい。 
 

【
編
集
後
記
】 

例
年
に
な
い
浅
雪
の
幕
開
け
と
な
っ
た
平

成
２８
年
、
列
島
規
模
で
見
て
も
異
常
気
象
の

幕
開
け
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
連
日

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
昨
年
の
大

筋
合
意
か
ら
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
。
政
府
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
農
業
対
策
費
を
計
上
し
た
27
年
度
補
正

予
算
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
関
税
削
減
、
撤
廃

に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
に
対
す
る
予
算
・
・
・
・・

協
定
参
加
そ
の
も
の
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。 

本
紙
面
上
に
も
載
っ
て
お
り
ま
し
た
が 

新
規
や
若
手
の
農
業
者
に
夢
や
目
標
が
は
っ

き
り
と
持
て
る
「
農
業
・
農
政
」
で
あ
っ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。 広

報
委
員
長 

安
部
数
幸
委
員 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
筋
合
意 

農
業
委
員 

伊
藤 

悟 
 

昨
年

月
５
日
の

カ
国
に
よ
る
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
は
大
筋
合
意
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
事
な

く
、
国
民
的
議
論
も
な
い
ま
ま
、
大
筋
合
意
に
至
っ
た
政
府
に
対
し
て
は
、

甚
し
く
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
公
表
さ
れ
た
合
意
内
容
は
、
農
産
物
重
要
５
品
目
へ
の
特
別
輸

入
枠
の
設
定
や
、
段
階
的
な
関
税
削
減
・撤
廃
に
加
え
、
多
く
の
品
目
で
関

税
撤
廃
が
行
わ
れ
、
食
の
安
全
・
安
心
、
そ
し
て
医
療
や
Ⅰ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項

に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
説
明
が
な
く
、
到
底
納
得
は
で
き
ま
せ
ん
。
政
府

自
民
党
は
、
米
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
米
を
隔
離
し
、
主
食
用
米
に
は
し
な
い

の
で
、
米
生
産
者
に
影
響
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
米
消
費
量

が
毎
年
８
万
ト
ン
ず
つ
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
輸
入
枠
が
増
え
、
輸
入

品
に
関
税
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
生
産
者
に
影
響
が
出
る
の
は
当
然
で
あ

り
ま
す
。 

昨
年

月
に
、
東
京
大
学
大
学
院
の
鈴
木
宣
弘
教
授
の
講
演
を
聞
い

た
時
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ご
く
一
部
の
輸
出
大
手
会
社
の
利
益
に
は
つ
な
が
る

が
、
決
し
て
国
民
の
利
益
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
試
算
に
よ
る
と
、
米
と
酪
農

は
１
千
億
円
、
牛
肉
で
は
２
千
億
円
の
国
内
生
産
減
と
な
る
と
言
う
こ
と

で
し
た
。 

政
府
は
、
強
い
農
業
づ
く
り
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
競
争
す
れ
ば
必
ず
勝

ち
組
・
負
け
組
が
出
て
来
ま
す
。
し
か
し
、
全
農
家
が
勝
ち
組
に
な
れ
る
の

か
、
全
農
家
が
競
争
社
会
で
生
き
残
れ
る
の
か
非
常
に
不
安
で
す
。 

今
後
の
農
政
、
農
業
対
策
は

ま
だ
ま
だ
不
透
明
で
は
っ
き
り

し
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
し
っ

か
り
し
た
農
業
対
策
で
、
明
る

く
将
来
あ
る
農
業
に
後
継
者
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

 


